
 

 

 

 

 

 

 

最終回

～28日から期末テスト～今の学習を活かせる生き方を 
 

◆自分の好きな事で糧を得ている人は少ない。現実は「食べるために嫌な仕事も我慢してや 

 っているんだ！」という大人達の声も聞こえる。 

「社会のために」とか「自分の個性や能力を生かすため」とか「やりがい・生き甲斐のた

め」とかいう価値観は理想だよという大人達もいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ここ数年、ニート（若年無業者）やフリーター（定職に就かない）という社会問題がある。

最近では「パラサイト」と呼ばれる若者だけでなく 40 歳前後の大人たちまで増加傾向に

あるという。 

   ＜パラサイト＝経済的に自立せずに、いつまでも親の所にいる若者・大人＞ 

ニート・フリター・パラサイトが一方的な見方（偏見）で社会悪だとは決めつけられない

けど・・・君たちは、どう考えますか？ 

 

 

◆「働くこと＝労働」の価値については、様々な考え方がある・・・何が正しいなんて答え

もない。＜この進路通信の内容も同じ、一つの見方・考え方にすぎない・・・＞ 

できれば、一度、 

    君達の保護者と「労働の意味や価値観」について話し合ってみてみては・・・。 

 

ＰＳ／蛇足ながら 

 現在は「正社員」という雇用の形だけでなく、アルバイト・パートタイマー・派遣社員・

契約社員・・・フリーターなど、どんどん労働の形態も多様化している。そして、「リス

トラ（解雇）」「派遣切り」なる社会問題も以前話題になった。ちなみに正社員とアルバイ

トの生涯賃金格差は約２億円とか？（アルバイトやパートだと７千万ぐらい・・・？） 

 2017年の雇用率 正規 61.8％ 非正規 38.1％  

 

 

※2014年の「正規雇用者平均年収 477.7万」、「非正規平均年収 169.7万」という統計もある。 

 単純に、この年収に３８年をかけると、「１億 8152.6万」と「6448.6万」になる。 

 

高村薫さんが、以前以下のことを言っていた・・・ 

 

やりがい・生きがいなどを労働に求める考え方も幻想だ。 

それは、副次的なもので基本は食べるため。 

そして、食べるだけの労働をしないと何も見えてこない・・・と 

 

さらに 

その人(高村薫)は言う 

「理想が高いとしんどくなる、自分は空っぽで、 

働くのは食べるためと割り切ったほうが、 

多くのものを吸収できる」と。 

 

 

 

※高村薫＝小説家、言論人。1990 年『黄金を抱いて翔べ』で日本推理サスペンス大賞を受賞

して作家デビュー。1953（昭和 28）年、大阪市生まれ。1993 年『マークスの山』で直木賞受

賞。著書に『晴子情歌』『新リア王』『太陽を曳く馬』『空海』『土の記』等。 

  夢と勇気と優しさと 2021・06・25（金）Vol.053 
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まぁ幸福は金だけでは決めれない

夢を追いかけながらバイトをして

生活している人たちもいる。収入

に関係なく様々なボランティア活

動をしている人たちもいる。 
どんな生き方を望むかだよね 

来週 1 週間は、進路通信休刊です。この土日（期末テスト）に全力投球！！裏面確認を 



 


